
 

 

 児童朝会 校長の話  ３月７日 

 毎年この時期になるとお話することがあります。１２年前

の３月１１日、東北地方にとても大きな地震が発生しまし

た。町が全部壊れてしまう程の大きな地震です。東京でも震

度５で、私はその頃千束小学校に勤めていましたが、校舎が

大きく揺れて、廊下や階段はてすりを使わないと歩けないほ

どの揺れでした。この大地震で亡くなった方や未だに行方不

明の方は合わせると２万人近くです。今日はその当時宮城県

にいて被害に遭った小学校４年生の手紙を読みます。東京の

小学生宛のメッセージになっています。手紙の中に「津波」

が出てきます。地面が大きく揺れると大きな波が発生します。その大きな波のことを津波と

いいますが東日本大震災では高さ２０ｍ以上の津

波が発生しました。浅草小学校の４階位の高さです。

その様子を写した写真があります。車が飲み込まれ

ています。町全体が津波によって破壊されている様

子も写真に写っています。また、手紙の中に「がれ

き、震災ゴミ」という言葉が出てきます。町が破壊

されてしまって、たくさんのがれきやゴミが出て、

このように道の両側に高く積まれました。それで

は、手紙を読みます。 

 

 



 

 

            防災教育補助教材「３．１１を忘れない」  東京都教育委員会 



 

 

１２年経っているので、このメッセージを書いた杉浦遙さんは２２才で、大人になっていま

すね。震災の大変な状況とその後、多くの方々の援助で助け合い、力を合わせて復興してい

ったのが分かりますね。いつ災害に見舞われるかは分かりません。その時に助けていただく

側になることもあるでしょうし、助ける側になることもあるでしょう。自分に出来ることを

行って助け合っていくことが大切ですね。 

毎年この震災を忘れないように、そして亡くなった方を追悼するために３月１１日、発生

した２時４６分にみんなで黙祷を捧げていますね。今年は土曜日ですのでみんな一緒には

出来ませんが、それぞれの場所でやってください。 

  


